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ご
あ
い
さ
つ

�

会
長　

佐
　
藤
　
央
　
一

⑴

　

平
素
は
、

徳
島
県
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合

会
の
活
動

に
際
し
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展

や
少
子
高
齢
化
、
技
術
革
新
が
加

速
し
、
社
会
全
体
が
予
測
困
難
な

状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
も
ま
た
、
こ
う
し
た
変
化

の
中
で
持
続
可
能
な
活
動
を
模
索

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
多
く
の
仲

間
と
つ
な
が
り
な
が
ら
、
地
域
課

題
へ
の
対
応
や
挑
戦
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
よ
う
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

が
、
こ
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
を
応
援
で
き
る
こ
と
へ
つ
な

が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
参

加
に
つ
い
て
は
、「
役
員
の
な
り

手
が
い
な
い
」「
活
動
が
形
式
化

し
て
い
る
」「
負
担
が
偏
る
」
な

ど
の
声
を
聞
く
こ
と
や
、
義
務
感

を
持
っ
て
引
き
受
け
て
い
る
方
や
、

ご
自
身
の
意
思
と
は
異
な
る
形
で

関
わ
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
。

　

当
連
合
会
と
し
ま
し
て
も
、
こ

れ
か
ら
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
必
要
な

も
の
は
、「
柔
軟
な
発
想
」
と
「
多

様
な
関
わ
り
方
」
と
考
え
、
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
活
動
の
見
直
し
の

取
り
組
み
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
も
、
地
域
で
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
を
「
自
分
育
ち
」
や

「
居
場
所
作
り
」、
さ
ら
に
は
「
わ

が
子
や
学
校
と
の
距
離
を
縮
め
る

ツ
ー
ル
」
と
し
て
前
向
き
に
捉
え

て
い
た
だ
き
、よ
り
良
い
関
わ
り
・

つ
な
が
り
方
を
見
つ
け
て
い
た
だ

け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
当
連

合
会
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
が
少
し

で
も
前
向
き
に
捉
え
て
い
た
だ
け

る
お
手
伝
い
を
こ
れ
か
ら
も
し
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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県
Ｐ
連
総
会

県
Ｐ
連
総
会

　

本
年
度
の
定
期
総
会
は
六
月
二
日

（
日
）
県
教
育
会
館
に
お
い
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

防
止
対
策
を
取
り
な
が
ら
県
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
よ
り　

新
開
弓
子

課
長
様
、
吉
田
郁
夫
指
導
主
事
様
、

県
中
学
校
校
長
会
会
長
代
理　

西
山

伸
二
様
、
県
小
学
校
校
長
会
会
長　

井
上
圭
三
様
を
来
賓
に
迎
え
開
催
し

ま
し
た
。

　

県
Ｐ
連
役
員
・
郡
市
代
議
員
・
受

賞
者
の
方
々
の
出
席
の
も
と
、
令
和

六
年
度
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

先
田
仁
美
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
熱
心
な
活
動
を
さ
れ
た
五
団
体

と
二
十
六
名
の
方
に
表
彰
状
と
十
三

名
の
方
に
感
謝
状
が
、
そ
し
て
Ｐ
Ｔ

Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
さ
れ

た
六
校
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
蟹
江
美
子
さ
ん
か
ら
受
賞

者
代
表
謝
辞
へ
と
進
み
ま
し
た
。

　

議
事
に
入
り
、
令
和
五
年
度
の
事

業
報
告
・
決
算
報
告
・
監
査
報
告
・

承
認
の
後
、
令
和
六
年
度
新
役
員
が

選
出
さ
れ
、
退
任
さ
れ
る
先
田
仁
美

前
会
長
に
佐
藤
央
一
新
会
長
よ
り
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
令
和
六
年
度
基
本
方
針
・
活

動
目
標
・
事
業
計
画
、
予
算
案
等
に

つ
い
て
の
審
議
が
行
わ
れ
、
原
案
ど

お
り
承
認
の
運
び
と
な
り
、
総
会
を

終
了
し
ま
し
た
。

令
和
六
年
度
　
役
員

会　

長　

佐
藤　

央
一

�

（
役
員
会
推
薦
）

副
会
長　

佐
藤　

誠
二�

（
鳴
門
）

　

〃　
　

大
西　

幸
枝�

（
勝
浦
）

　

〃　
　

原
田　
　

真�

（
吉
野
川
）

　

〃　
　

阿
部　

美
紀

�

（
役
員
会
推
薦
）

　

〃　
　

濵
田　
　

恵

�

　
（
役
員
会
推
薦
）

副
会
長　

近
藤　

秀
樹

�

（
県
小
学
校
長
会
代
表
）

　

〃　
　

西
山　

伸
二

�

　
（
県
中
学
校
長
会
副
会
長
）

理　

事　

住
村　

洋
昌�

（
小
松
島
）

　

〃　
　

美
濃　

加
奈�

（
阿
南
）

　

〃　
　

濱
名　

伸
悟�

（
海
部
）

　

〃　
　

武
田　

勝
俊�

（
美
馬
）

　

〃　
　

清
兼
美
枝
子�

（
つ
る
ぎ
）

　

〃　
　

瀑
布
川
安
男�

（
三
好
）

監　

事　

阿
部　

知
彦�

（
名
西
）

　

〃　
　

澤
井　

昭
秀�

（
那
賀
）

　

〃　
　

大
池　

亜
紀�

（
阿
波
）

顧　

問　

井
本　

友
子�

（
阿
南
）

　

〃　
　

先
田　

仁
美�

（
鳴
門
）

広
報
委
員
長　

山
本　

誠
悟（
板
野
）

研
修
委
員
長　

佐
藤　
　

巧（
阿
波
）

総
務
委
員
長　

佐
藤　

央
一

�

（
役
員
会
推
薦
）
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　　　　　　　 　 阿南市ＰＴＡ連合会
� 会長　美濃　加奈　

　阿南市ＰＴＡ連合会は､ 小学校21校、中学校10校で構
成しています。市Ｐ連の活動については、新型コロナウ
イルス感染症の拡大防止のため自粛もしくは中止を余儀
なくされました。しかし、５類に移行されたことを受け、
感染症拡大防止に工夫を凝らしながら、本年度から市Ｐ
連の様々な事業が通常通りに開催されています。
　７月、保健体育部会が企画した保護者・子どもの交流の
ためのスポーツフェスティバルは残念ながら雨天のため
中止となりました。早い段階から部会のメンバーが連絡、
打ち合わせ、準備をしてくださいました。前日は本部役
員も手伝い、グラウンドの白線引きを行ったのを思い出
します。蒸し暑い中、ワイワイ声をかけあいながら、万
端整えてくれました。保護者だけでなくスポフェスを心
待ちにしていた子どもたちもいたと思います。窓の向こ
うの雨を見ながら、当日中止の判断をするのがつらかっ
たのを思い出します。

　８月、家庭教育部会では、「夢みる校長先生」の映画上
映会を開催しました。100名程度の来場者を予想してい
ましたが、子どもの参加もあり、それ以上の子育て世代
が集まってくださいました。事前の試写会では音響の不
具合があり、本番どうなるかと心配しましたが、協力者
の対応が素晴らしく、ハウリングすることなく上映会を
実施することができました。「映画の内容もとても良かっ
た」と来場者から声をかけていただきました。また、教
育長さんも最後まで観ていただきうれしい限りです。

　人権教育部会では、阿南市人権教育課の合同現地研修
で、香川県の大島青松園に研修旅行に行きました。ハン
セン病の後遺症で苦しみ、今も施設で生活をされている
方たちから話を聞いてきました。今でもハンセン病の正
確な知識がなく、誤解や差別をしている人は多いと思い
ます。現代の医療ではほぼ発症することはないことや発
症しても通院し飲み薬のみで治療できる、感染すること
はないことなど、当事者や関係者の方から話を聞け、こ
の現地研修を通して差別の現実に深く学び、人権意識の
高揚を図る本当に良かった時間でした。見聞したことを
子どもたちに伝えていき、誤解や差別のない、人の心を
傷つけることのない社会になるように、家庭から、自分
から心がけたいと再認識しました。
　11月、健全育成部会では、「トップアスリートに学ぶ
生活習慣」の講演会を行いました。ジュニアユースから
トップアスリートまでのＪリーグ選手やラグビー選手へ
の栄養アドバイスを行っている管理栄養士から、栄養カ
ウンセリングや食生活の大切さについてのお話を聴きま
した。バランスのよい食事や朝食・睡眠の重要性を知る
ことで、家族の食習慣を見直し、無理なく続けられるよ
う心がけていこうと思いました。
　少子化にともない阿南市では再編計画が進行中です。
加茂谷校区にある吉井小学校が県内で初めて小規模特認
校制度を導入することになりました。阿南市内のどこか
らでも通学ができます。吉井小学校がある加茂谷地区は
生物多様性に恵まれ自然豊かな谷間にあり、そばを那賀
川が流れています。若杉山辰砂採掘遺跡と縄文時代の歴
史物が発掘された加茂宮ノ前遺跡があり、歴史的にも興
味深い土地柄です。このような特色を生かした学校づく
りが進行中です。
　阿南市教育委員会はイノベーションスクールとして教
育プログラムのプランを打ち出しました。子どもたち自
身が考える探求学習や地域の人々とかかわる過程で表現
やコミュニケーションを育む「吉井っ子フォーラム」な
ど、子どもまんなかの取組をし、魅力ある学校づくりを
進めています。今後の情報をお見逃しなく！

南部ブロック

⑵

ブロック別ＰＴＡ活動紹介

家庭・学校・地域の連携
★次号のブロック別PTA紹介は、名西郡Ｐ連、勝浦郡Ｐ連、吉野川市Ｐ連です。
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　　　　　　　　 美馬市ＰＴＡ連合会
� 会長　武田　勝俊　

　平素は、徳島県ＰＴＡ連合会の活動に多大なご理解と、
ご協力を賜り誠にありがとうございます。美馬市ＰＴＡ
連合会は、美馬町・脇町・穴吹町・木屋平の４支部で組
織されています。美馬市、全人口26,460人、12,528世
帯となっております。
　さて、ＰＴＡとは、子ども達を中心において、周りの大
人が連携して、教員としっかり手を取り合い、子ども達
の豊かな未来を、子ども達が歩んでいける様、前に進め
ていく、素晴らしい社会教育活動の団体です。また、保
護者同士のコミュニケーションも大変重要であると思い
ます。会員の皆様がＰＴＡ活動を通じて互いに理解し合
えるようになればと考えています。徳島県ＰＴＡ連合会
は、正会員として公益社団法人日本ＰＴＡ全国協議会に
加入しています。各単位ＰＴＡはそれぞれ地区によって
工夫し熱心に活動をしています。昨年に続き新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止のための臨時休業など、ほとん
どの学校行事・ＰＴＡ行事が中止や延期になっている状
況です。ただ、そのような中でも各単位ＰＴＡの行事は、
５類移行を踏まえ、感染拡大防止に工夫を凝らしながら
実施されるようになってきました。授業参観やＰＴＡ総
会、運動会や体育祭・文化祭、愛校作業などの学校行事
も、徐々にではありますが会員の皆さんのご協力を得な
がら再開しつつあります。新型コロナウイルスによって
生活様式が大きく変化したこの３年間を振り返ると、こ
れまであたりまえだった色々な活動がどれだけ貴重なも
のだったか、と考えさせられることも多くありました。特
に人が集まる機会が少なくなったことでＰＴＡ活動も制
限され、学校と保護者、また保護者同士が顔を合わせる
機会が減ったのは大きかったと思います。誰が先生で誰
が保護者なのか、よくわからない、という声を聞いたこ
ともあります。ＰＴＡ活動に限らず、お互いが顔を合わせ、
会話をするからこそ生まれるつながりが、様々な活動の
力になっていることも少なくありません。
　新型コロナが５類に移行し、社会が「アフターコロナ」
に舵を切っていく中、改めてこれからのＰＴＡ活動を含
めた学校のあり方について地域や保護者、学校が知恵を
出し合っていくことがこれまで以上に大事になっていく
のだと思います。そして何より、子どもたちの学習への
影響についてＰＴＡはもっと関与しなければなりません。
教育のデジタル化は良い事ばかりではなく悪い影響もあ
ります。特に子どもの身体への影響については注意が必
要です。多くの子どもたちが家庭でもスマートフォンや
ゲーム機を使い、学校でもタブレットとなると、一日中
液晶画面を見続けることになり視力障害の原因となりま
す。インターネットへの依存やトラブル対策も含めて、家
庭も学校も、みんなで上手な使い方を考えなくてはなり
ません。また、タブレットのデジタル教科書だけでは不
完全です。近年子どもの「書く力」の低下が心配されて

います。筆圧が弱くなり上手に文字が書けなくなってい
るというのです。タブレットの使用頻度が増えることで、
さらに鉛筆ばなれが進みそうです。書けないことが学力
低下の原因になるとも言われていますので、紙に鉛筆で
書くという古典的な学習方法もまた重要性を増すことに
なるでしょう。コロナをきっかけに教育のデジタル化が
一気に進みました。教育環境が大きく変化していますが、
私たちの理解や対応はまだまだ追い付いていません。し
ばらくの間は試行錯誤が続くことになるでしょうが、デ
ジタル化は社会全体に及んでいますから、学校の中だけ
でどうにかなる話ではありません。学校と保護者の連携
組織であるＰＴＡがこれまで以上に密接に協力して、自
治体の教育・情報政策にも積極的に関与していかないと
地域全体が遅れをとってしまいます。地方の教育力の低
下に拍車をかけることにもなりかねません。子どもたち
の教育環境を少しでも良くするために、いま私たちＰＴ
Ａがやらなければならない事に気づく必要がありそうで
す。
　これからの学校と地域の連携・協働の姿として
　·�地域住民と目標やビジョンを共有し、地域と一体と

なって子供たちを育む「地域とともにある学校」へ
の転換

　·�地域の様々な機関や団体等がネットワーク化を図り
ながら、学校、家庭及び地域が相互に協力し、地域
全体で学びを展開していく「子供も大人も学び合い
育ち合う教育体制」の構築

　·�学校を核とした協働の取組を通じて、地域の将来を
担う人材を育成し、自立した地域社会の基盤の構築
を図る「学校を核とした地域づくり」の推進

　以上、取り組むことが大切だと思います。
　終わりになりましたが、地域・保護者・家庭の連携が
これまで以上に大切になっていくことはいうまでもあり
ませんし、コロナ禍で希薄になった人と人のつながりを
回復していくことも同様です。ただ少子高齢化が進む現
在、地域・保護者や学校のそれぞれにとって過度な負担
を強いるような活動については再考する必要があります
し、改めて残すべきものは残し、省けるものは省くなど、
できるだけ保護者や学校にも無理がない活動を模索して
いく必要があると思います。そしてすべての子どもの幸
せにつなげられるよう、持続可能なＰＴＡ活動を構築し
ていけるよう、美馬市ＰＴＡ連合会としてこれからも活
動していきたいと思います。

西部ブロック

⑶
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　板野郡ＰＴＡ連合会（当郡ＰＴＡ連合会）は、松茂町、

北島町、藍住町、板野町、上板町ＰＴＡ連合会から構成

されている徳島県ＰＴＡ連合会を構成する中では、一番

大所帯のＰＴＡ連合会になります。

　郡内の単位ＰＴＡ数（学校数）は、令和６年５月現在

で小学校17校（内分校１校含む）、中学校６校の23校（内

分校１校含む）となります。児童・生徒数は7,777名（令

和６年５月）となります。

　当郡ＰＴＡ連合会は、会長、事務局、副会長、監事、広

報、研修の役職で構成されており板野郡におけるＰＴＡ

発展育成をはかることによって、板野郡教育の振興刷新、

児童・生徒の福祉増進を図ることを目的に活動を行なっ

ています。

　他の郡市ＰＴＡ連合会構成とは違い５町それぞれで構

成される町ＰＴＡ連合会で構成されているため、ＰＴＡ

活動の事業主体は各町ＰＴＡ連合会を中心に活動を行

なっています。

　当郡ＰＴＡ連合会活動のスタートは、毎年５月に開催

される板野郡ＰＴＡ連合会総会からはじまります。総会

では、前年度を振り返るとともに本年度の活動に活かす

ことのできる運営協議を行い、１年間の事業予定を会員

の皆さまにお伝えしています。近年の当郡ＰＴＡ連合会

での事業について２つご紹介させていただきます。

　１つ目は昨年度より、コロナ禍で当郡ＰＴＡ連合会と

しての活動が思うようにできなかったことなどの経験か

ら、毎年開催していた当郡ＰＴＡ連合会研修会を取りや

め、各単位ＰＴＡで地域のニーズに合わせた活動を支援

する事業にシフトチェンジしています。今年度は、その

事業が２年目を迎えていますが、各単位ＰＴＡでの実り

ある活動へとつながっています。

　２つ目は、徳島県ＰＴＡ連合会発行の機関誌のデジタ

ル配信事業です。当郡ＰＴＡ連合会の会員の皆さま方は、

各町学校から配信されるアプリの登録がほぼ全てのご家

庭で行われていることから、年１回発行される機関誌を

デジタル配信する事業に取り組んでいます。直ちにとは

いきませんが、アンケートや紙媒体での発行の必要性の

検討を深めてから来年度にスタートできればと考えてい

ます。

　役員会の開催は、年間２～３回開催し、各町ＰＴＡ連

合会活動の情報交換を行い連携をはかれるようにしてい

ます。

　各５町ＰＴＡ連合会では、広報誌発行、古紙回収やバ

ザー、会員との交流をはかるイベントを通して「交流の

場」「学びの場」となる事業が開催されています。

　当郡ＰＴＡ連合会では、単位ＰＴＡ、町ＰＴＡ連合会

の「交流の場」「学びの場」を今後も提供しながら、昨

今のＰＴＡ活動の考え方でもある「柔軟な発想」と「多

様な関わり方」を取り入れながら進めていきたいと思っ

ています。また、徳島県ＰＴＡ連合会との連携を通して、

児童・生徒が安全に楽しく活動ができるよう環境を整え

ていくことも進めていきたいと思っています。

　次年度も、今年度よりも発展できる活動に進められま

すよう、当郡ＰＴＡ連合会としても日々の活動を通して

交流や経験したことを活かせる支援をしていきたいと

思っています。

⑷

　　　　　　　　 板野郡ＰＴＡ連合会
� 会長　佐藤　央一　

中部ブロック
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子どもたちに身につけさせたい性教育
講師　阿波市立久勝小学校養護教諭　　　

宮根　咲妃　先生

性教育は必要なのか？
　性教育はお互いを傷つけたり、傷つけられたりしな
いために必要な人権教育の一つである。性教育を小さ
な子どもの段階から繰り返し学ぶことで将来の性行動
が慎重になる。性に関する知識を得ることは、体を理
解し、性暴力の被害者にも加害者にも傍観者にしない
ためにも、とても大切なことである。

学校性教育の今
　生活科や理科などで学習する機会もあるが、直接的
に保健学習として性教育を学ぶのは小学４年生からで
ある。また、現在の学習指導要領では受精や妊娠まで
に至るまでの過程を取り扱わないものとされている。

プライベートゾーン（肌着で隠れる部分と口）について
　体は全部大切。その中でもプライベートゾーンは、そ
の人の命に直接関わる大切な場所。自分だけの大切な場
所だから、どんなに仲が良い友だちでも家族でも勝手に
見たり、触ったり、見せたり、触らせたりしてはいけない。
危険な目に遭いそうなときは、「嫌」って言っていい。

○�体を触る・見る時は相手の同意が必要
　・�理由があって体に触れる・見る時は、家族であっ

ても、必ず声をかけて、同意をとる。
　・�自分の体は自分で洗う。３歳からは、自分の性器

を正しい洗い方で、自分で洗うように練習する。
　・�体の変化が出始めたら、異性の家族との入浴を控

える。
　・�思春期になったら、１人になれる空間をつくる。

子ども部屋に入るときは、必ず子どもの許可をと
る。

○�プライベートゾーンに関わる言葉や行動で、人にい
やな思いをさせてはいけない
　・�性的な言葉を聞いた人が傷つく。子どもはインター

ネットから性的な知識を身に着ける。意味が分か
らなくても子ども同士の間では言っていることが
あるが、大人（家庭では）には言わない。フィル
タリングでブロックをすることが必要。

　・�「ズボンずらし」「ブラはずし」「スカートめくり」「か
んちょー」は性別に関係なく、性的いじめであり、
犯罪である。された側は深く心が傷つく。

　・�性や性器は人権そのもの。深刻さを自覚しにくい
時期だからこそ、丁寧に伝えることが大切。

○�プライベートゾーンの大切さを理解することで、性
被害にあった時に「NO」が言える傾向になる
　・�不快な思いや行為があった場合は、
　　�「NO（だめ）・GO（にげる・離れる）・TELL（大

人に話す）」で自分を守る。

親の立場からできる性教育
　早い段階（幼児期）から性教育をする。思春期に入っ
てから話す場合は、タイミングの良い時に、決して茶
化さずに淡々と「あなたの体が大切だから」のメッセー
ジを含めながら伝える。家に性教育の本を置いて、「大
切なことが書いてあるから読んでみて」など声をかける。

【関連サイト】
・�文部科学省　性犯罪・性暴力対策の強化について：
生命（いのち）の安全教育
・�同意とコミュニケーション【同意ってなに？】－
YouTube
・�Consent for kids （日本語版）からだの権利につい
て－ YouTube
・�Consent – it’s simple as tea（日本語版）性的同
意について－ YouTube

宮根咲妃先生
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「楽しい子育て全国キャンペーン」～家庭で話そう！我が家のルール・家族の絆・命の大切さ～

令和６年度　三行詩コンクール　徳島県優秀作品

大
切
な　

き
も
ち
は　

じ
ぶ
ん
で　

ま
も
ろ
う�

学
島
小
学
校
１
年　

杉
野　

優
介

ケ
ン
カ
し
て
も　

さ
い
ご
は
ハ
グ
で　

な
か
な
お
り
♡�

木
頭
小
学
校
２
年　

小
杉　

芽
乃

楽
し
い
こ
と
や　

つ
ら
い
こ
と

さ
さ
い
な
こ
と
も　

家
ぞ
く
の
会
話
を　

大
切
に
。�

海
南
小
学
校
４
年　

中
島　
　

陸

昔
よ
り
少
し
離
れ
た
距
離
感
を

あ
ら
わ
に
し
だ
す
伸
び
た
背
た
け

差
は
ひ
ら
け
ど　

心
は
重
な
り�

阿
波
中
学
校
１
年　

黒
川　

呼
幸

大
き
か
っ
た
父
の
足

い
つ
の
間
に
か

並
ん
で
追
い
こ
し
た�

阿
波
中
学
校
１
年　

谷
西　

晴
真

柔
道
着　

毎
日
く
さ
い
と
文
句
言
う

母
の
顔
は
嬉
し
そ
う

明
日
も
練
習
が
ん
ば
る
よ�

阿
波
中
学
校
１
年　

中
岡　
　

円

�

プ
レ
更
年
期
の
お
母
さ
ん

い
つ
も
ち
ょ
っ
と
き
れ
ぎ
み
だ
け
ど

結
局
、
全
部
し
て
く
れ
る
。

私
の
た
め
に
あ
り
が
と
う
。�

阿
波
中
学
校
２
年　

三
木　

葉
月

反
抗
期　

謝
り
た
い
と
思
っ
て
も

さ
ら
に
言
い
合
い
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て

い
つ
か
は
言
い
た
い
「
ご
め
ん
な
さ
い
。」 �

上
勝
中
学
校
２
年　

金
石　

隆
成

私
の
左
右
の
腕
は　

息
子
と
娘
の
抱
き
枕

寝
息
と
共
に
や
っ
て
く
る　

ビ
リ
ビ
リ
の
正
体
は

そ
う
か　

シ
ア
ワ
セ
だ
っ
た
ん
だ�

松
島
幼
稚
園　

榎
本　

雅
文

「
学
校
に
行
き
た
く
な
い
」　

そ
ん
な
言
葉
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た

で
も
あ
な
た
が
目
の
前
で
笑
っ
て
く
れ
る
だ
け
で　

お
母
さ
ん
は
幸
せ
だ
よ

そ
れ
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
あ
な
た
に　

あ
り
が
と
う�

　

松
島
小
学
校　

小
路　
　

優

「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
の
ぎ
ゅ
っ

気
を
つ
け
て
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
、
楽
し
ん
で
き
て
ね
、
元
気
に
１
日
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に

た
く
さ
ん
の
エ
ー
ル
が
つ
ま
っ
て
る�

松
島
小
学
校　

清
原　

友
花

家
族
で
入
る
お
風
呂　

１
日
の
で
き
ご
と
を　

い
ろ
い
ろ　

話
し
て
く
れ
る
子
供
た
ち

寝
る
前
に
は　

代
わ
り
ご
う
た
い　

１
人
ず
つ
「
お
や
す
み
な
さ
い
」

今
日
も　

い
い
１
日
だ
っ
た
ね
ぇ�

松
島
小
学
校　

小
倉　

博
美

大
き
め
の
息
子
の
お
腹
を
な
で
な
が
ら

「
何
が
入
っ
て
い
る
の
？
」
と
問
う
母
に

「
夢
と
希
望
！！
」
と
誇
ら
し
げ
な
顔
。�
相
生
小
学
校　

日
野　

洋
子

一般の部 中学生の部 小学生の部

栄
え
あ
る
全
国
表
彰

　

十
一
月
十
五
日
（
金
）
東
京

の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に

於
い
て
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議

会
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
県
か
ら
県
Ｐ
連
前
副
会
長

の
蟹
江
美
子
さ
ん
、
平
岡
春
香

さ
ん
、
団
体
表
彰
で
板
野
南
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
平
尾
恭
子
さ
ん
、

橘
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
池
添
景
子

さ
ん
が
出
席
し
ま
し
た
。
な
お
、

本
県
関
係
の
受
賞
者
は
次
の
通

り
で
す
。
心
よ
り
お
喜
び
申
し

あ
げ
ま
す
。

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会

会
長
表
彰
・
団
体

板
野
町
立
板
野
南
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

阿
南
市
立
橘
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会

会
長
表
彰
・
個
人

県
Ｐ
連
前
副
会
長　

蟹
江　

美
子

�

（
撫
養
小
Ｐ
）

県
Ｐ
連
前
副
会
長　

平
岡　

春
香

�

（
宍
喰
小
Ｐ
）

県
Ｐ
連
前
副
会
長　

木
村　

公
明

�

（
池
田
中
Ｐ
）

県
Ｐ
連
前
理
事　

納
田　

明
豊

�

（
高
志
小
Ｐ
）

⑹
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十
二
月
二
十
二
日
（
日
）
徳
島
県

教
育
会
館
に
て
、
県
Ｐ
連
家
庭
教
育

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研
修

に
先
立
ち
、
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議

会
主
催
三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
受
賞
さ
れ
た
方
々
に

佐
藤
央
一
県
Ｐ
連
会
長
か
ら
賞
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、
阿
波
市
立
久
勝
小
学

校
養
護
教
諭　

宮
根
咲
妃
先
生
か
ら

「
子
ど
も
た
ち
に
身
に
つ
け
さ
せ
た

い
性
教
育
」
と
題
し
た
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
保
護
者
世
代
に

と
っ
て
は
、
学
校
で
教
え
て
も
ら
う

機
会
が
少
な
か
っ
た
性
教
育
で
す
が
、

子
ど
も
の
身
体
を
守
る
た
め
に
学
校

や
家
庭
で
正
し
く
伝
え
る
必
要
が
あ

る
と
い
う
こ
と
や
、
ど
の
よ
う
に
伝

え
た
ら
良
い
か
と
い
う
こ
と
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
五
十
三
回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
研
究
大
会
徳
島
大
会
が
十
一

月
十
七
日
（
日
）
に
藍
住
町
総
合
文

化
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
未
来
へ
響
け
！
ツ
ナ
ガ
リ
の
輪
！

～
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
あ
な
た
の
た
め
に
今
で

き
る
こ
と
～
」
を
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
鳴
門
教
育
大
学
の
葛
西
真
記
子

先
生
に
よ
る
基
調
講
演
「
子
ど
も
た

ち
が
元
気
で
幸
せ
で
い
ら
れ
る
た
め

に
親
が
で
き
る
こ
と
―
い
じ
め
や
不

登
校
の
な
い
学
校
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
―
」、
弓
削
田
健
介
さ
ん
の

「
い
の
ち
と
夢
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
を

通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く

環
境
で
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
ま
し

た
。

全
国
大
会
に
参
加
し
て

	
�

阿
部
　
知
彦

　
「
ほ
め
写
」
と
検
索
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
二
日
目
に
登
壇
し
た
教
育

評
論
家
の
親
野
智
可
等
さ
ん
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
は
こ
の
言
葉
で
は
じ
ま
り
ま

し
た
。

　
「
ほ
め
写
」
と
は
、
写
真
を
活
用

し
子
ど
も
達
の
自
己
肯
定
感
を
高
め

る
取
組
み
で
す
。
目
標
に
向
か
っ
て

頑
張
っ
て
い
る
姿
、
何
か
を
達
成
し

た
と
き
に
喜
ん
で
い
る
姿
な
ど
、
人

は
忘
れ
や
す
い
生
き
物
だ
か
ら
、
写

真
を
見
返
す
こ
と
で
そ
の
成
功
体
験

を
思
い
出
す
こ
と
が
大
切
だ
そ
う
で

す
。
む
し
ろ
何
で
も
な
い
笑
顔
の
写

真
で
も
い
い
み
た
い
。
家
族
仲
良
く

笑
っ
て
い
る
様
子
を
見
る
こ
と
で
、

絆
が
も
っ
と
も
っ
と
深
ま
り
ま
す
。

　

先
進
諸
国
の
中
で
も
自
己
肯
定
感

の
低
い
子
ど
も
達
が
多
い
日
本
。
思

い
返
せ
ば
私
も
自
分
の
子
ど
も
を

叱
っ
て
ば
か
り
。
無
駄
な
苦
労
は
し

て
ほ
し
く
な
い
か
ら
、
立
派
に
育
っ

て
欲
し
い
か
ら
、
つ
い
つ
い
あ
れ
こ

れ
言
っ
て
し
ま
う
け
ど
、
本
当
は
そ

の
存
在
そ
の
も
の
を
認
め
て
あ
げ
る

べ
き
だ
よ
、
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
の
ス
マ
ホ
に
も
、
笑
顔

の
我
が
子
の
写
真
が
眠
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。
ぜ
ひ
、
現
像
し
て
家
じ
ゅ
う

い
っ
ぱ
い
に
飾
り
ま
し
ょ
う
！

川
崎
大
会
に
参
加
し
て

�

阿
部
　
美
紀

　

第
七
十
二
回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研

究
大
会
が
神
奈
川
県
川
崎
市
の
と
ど

ろ
き
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
、「
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現
を
、
川
崎

の
地
か
ら
～
活
か
そ
う
『
縁
』
の

力
～｣

を
テ
ー
マ
に
、
全
国
か
ら
約

三
千
人
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
が
集
い
、

多
彩
な
研
究
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

①�

全
国
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
縁
を
い
か
し
力
強

く
進
め
る
教
育
環
境
改
善
へ
の
提

言
：
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
真
の
役
割
と
は
。

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
社
会
教
育

推
進
。

②�

誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
の

実
現
に
向
け
て
：
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
に｢

生
ま
れ
て
き
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う｣

を
届
け
よ
う
。

③�

大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変
わ

る
！
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
社
会

実
践
：
学
び
保
障
の
政
策
を
社
会

に
根
付
か
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
。

④�

多
様
性
を
認
め
合
う
心
豊
か
な
社

会
を
目
指
し
て
：
違
い
に
気
付
き

ワ
ク
ワ
ク
す
る
人
間
関
係
が
活
動

の
力
に
！

⑤�

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
自
己
肯
定

感
を
高
め
合
う
家
庭
教
育
の
大
切

さ
：
子
ど
も
た
ち
へ
の
報
酬
は

「
ほ
め
る
こ
と｣

。
も
っ
と
親
力
を

発
揮
し
よ
う
！

⑥�

地
域
社
会
に
広
げ
る
ウ
ィ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
！
住
み
続
け
た
い
ま
ち

へ
：
各
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
等
の
活
動

事
例
か
ら
共
に
学
ぼ
う
。

⑦�

ウ
ェ
ル
ビ
ー
ン
グ
を
社
会
に
広
げ

る
こ
と
の
大
切
さ
：
学
び
を
振
り

返
り
、
今
こ
そ
一
歩
を
踏
み
出
す

決
意
の
瞬
間
を
楽
し
も
う
！

　

こ
れ
ら
の
研
究
発
表
を
通
じ
て
、

家
庭
・
学
校
・
地
域
に
お
け
る
全
国

の
様
々
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。　

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
縁
か
ら
始
ま
る
社
会
の

ウ
ェ
ル
ビ
ー
ン
グ
の
実
現
に
向
け
て
、

活
動
の
活
性
化
と
行
動
の
広
が
り
を

感
じ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
や
子
ど
も
た
ち
が
学
校
・

地
域
・
行
政
と
協
力
し
、
住
み
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

の
重
要
性
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
徳
島
大
会

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
徳
島
大
会

家
庭
教
育
研
究
会

家
庭
教
育
研
究
会

⑺

第第
7272
回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会
川
崎
大
会

回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会
川
崎
大
会
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沖
縄
研
修
を
通
し
て

　
　
　
　
　
　

鳴
門
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
　
華
穂

　
　
　
　
　
　
　
　
　

沖
縄
研
修
を

通
し
て
私
は
、

「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の

大
切
さ
」
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最

初
は
同
学
年
と
い
う
こ
と
を
分
か
っ

て
い
て
も
な
か
な
か
話
す
こ
と
が
で

き
ず
困
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、

一
緒
に
宿
泊
し
た
り
活
動
に
取
り
組

ん
だ
り
す
る
こ
と
で
話
す
機
会
が
増

え
他
愛
の
な
い
話
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、
沖
縄

を
離
れ
る
こ
と
、
で
き
た
友
達
と
離

れ
る
こ
と
が
辛
く
想
像
以
上
の
思
い

出
が
で
き
ま
し
た
。
四
泊
五
日
間
で

最
高
の
友
達

と
思
い
出
が

で
き
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
こ
と

は
自
分
の
意

見
を
伝
え
る

こ
と
で
は
な

く
自
分
を
成

長
さ
せ
る
た

め
に
必
要
な

も
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
て
非
常
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

沖
縄
研
修
の
四
泊
五
日
間
で
学
校
や

普
段
の
生
活
で
は
学
べ
な
い
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
沖
縄
研

修
で
学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
生

活
に
活
用
し
て
い
き
た
い
で
す
。
最

高
で
一
生
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
思
い

出
と
な
り
ま
し
た
。

最
高
に
楽
し
い
研
修
で
し
た
！

　
　
　
　
　
　

鳴
門
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
　
幸
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
い
最
近
、

中
学
校
で
戦

争
や
、
サ
ン

ゴ
礁
の
減
少

な
ど
を
学
び

ま
し
た
。
そ
こ
で
沖
縄
出
身
の
僕
は
、

も
う
一
度
沖
縄
へ
行
き
具
体
的
に
そ

れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
は

で
き
な
い
か
、
ま
た
幼
い
こ
ろ
見
て

お
け
な
か
っ
た
沖
縄
の
景
色
を
目
に

焼
き
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と

考
え
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を

考
え
て
い
る
と
き
に
学
校
の
先
生
か

ら
す
す
め
ら
れ
た
の
が
、
こ
の
国
内

研
修
事
業
で
し
た
。
こ
の
研
修
に
参

加
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
嬉
し
か
っ

た
の
で
す
が
少
し
不
安
も
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
当
日
、
那
覇
空
港

へ
行
く
た
め
高
松
空
港
に
僕
を
含
め

五
人
集
ま
り
ま
し
た
。
皆
と
て
も
お

も
し
ろ
く
気
の
合
う
人
た
ち
で
し
た
。

そ
し
て
糸
満
青
少
年
の
家
で
百
人
程

の
研
修
生
た
ち
と
集
ま
り
、
一
日
目

か
ら
と
て
も
楽
し
い
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
頃
に
は
も
う
飛
行
機
に

乗
る
前
の
不
安
は
一
つ
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
二
日
目
に
は
渡
嘉
敷
へ

と
渡
り
、
沖
縄
青
少
年
交
流
の
家
で

サ
ン
ゴ
、
戦
争
に
つ
い
て
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
海
洋

研
修
所
に
行
き
、
そ
の
海
の
美
し
さ

に
息
を
の
み
ま
し
た
。
夕
方
に
は
エ

イ
サ
ー
や
慶
良
間
太
鼓
の
体
験
を
し

ま
し
た
。
僕
は
太
鼓
を
打
ち
、
エ
イ

サ
ー
を
見
ま
し
た
。
昔
大
好
き
だ
っ

た
エ
イ
サ
ー
を
再
び
見
ら
れ
て
、
感

動
し
ま
し
た
。三
日
目
に
は
、ス
ノ
ー

ケ
リ
ン
グ
や
カ
ヌ
ー
、
カ
ヤ
ッ
ク
の

体
験
を
し
ま
し
た
。
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン

グ
で
は
サ
ン
ゴ
礁
な
ら
で
は
の
美
し

い
生
態
系
や
景
色
を
眺
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
カ
ヌ
ー
、
カ
ヤ
ッ
ク

で
は
、
仲
間
と
共
に
呼
吸
を
合
わ
せ
、

よ
り
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ま
た
、そ
の
日
の
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
で
は
、
み
ん
な
で
輪
に
な
り

歌
を
歌
っ
た
り
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
と
、

と
て
も
楽
し
い
も
の
で
し
た
。
四
日

目
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
と
共
に
、
皆

で
最
後
の
夜
を
す
ご
し
ま
し
た
。
そ

し
て
最
終
日
、
皆
と
別
れ
る
の
が
と

て
も
寂
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
で
は
多
く
の
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
僕
が
学
び

た
い
と
思
っ
た
サ
ン
ゴ
礁
や
戦
争
以

外
に
も
身
に
付
い
た
も
の
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
や
引
率

の
先
生
、
一
緒
に
す
ご
し
た
皆
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

県
は
違
え
ど
ま
た
い
つ
か
会
え
る
と

信
じ
て
い
ま
す
！

国
内
研
修
事
業

⑻


